
２０２２年泉西自治会意識調査集計結果

〇基本情報

年齢 NO1 NO2 NO3 NO4

２０代 2 0 2

３０代 12 3 9

４０代 43 9 34

５０代 36 19 17

６０代 15 9 6

７０代 18 9 9

８０代 10 6 4

９０代 3 1 2

考察や課題

世帯人数

一人 9 5 4

二人 31 15 16

三人 39 17 22

四人 37 10 27

それ以上 23 9 14

56 83

考察や課題

入会年数

１０年未満 37 5 32

１０から２０ 48 21 27

20から30 18 13 5

それ以上 31 17 14

56 78

考察や課題

定年後の世帯より働き盛りの世帯が多い地域です。定年後の世帯が少ないので定年者

だけで役割分担は難しい。また、働く世帯が多いので平日の仕事は難しい。

世帯構成は様々で３人以上の世帯の割合が多い。

３０年以上住んでいる世帯と２０年以内の世帯が混在している。区画整理後に越して

きた方が多い。
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年齢構成

２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代 ８０代 ９０代

9 31 39 37 23

世帯人数

一人 二人 三人 四人 それ以上

37 48 18 31

入会年数

１０年未満 １０から２０ 20から30 それ以上



①自治会について

求める役割 ごみ収集 112 48 64

防犯灯管理 96 40 56

公園管理 58 22 36

地域防災 71 29 42

回覧 65 30 35

廃品回収 41 18 23

高齢者福祉 31 17 14

子供会 44 18 26

育成会 21 10 11

体育関係 21 13 8

その他 5 0 5

考察や課題

今後に期待すること

自治会の必要性

はい 111 46 65

いいえ 21 7 14

理由

考察や課題

ごみ収集や防犯灯管理に加えて、地域防災や回覧、公園管理を求める率が高い。

かなりの世帯が自治会の必要性を感じている。賃貸やマンションの中には必要ないと

いう世帯も見られる。

防犯カメラ、廃品回収は不要、回覧は呼び鈴後、不要な活動の廃止2，物々交換の場１，出産祝い１，お祭り１，マ

ニュアル化１　他

小グループで助け合いが必要、分からない、会費高い２、継続が課題コロナなので、行政と連携

１，賃貸なので１，会長の負担が多いなら３，マンションでごみ収集している１，時代に合わな
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➁自治会役員について

会長の人数

１人 28 16 12

２人で分担 64 19 45

その他 6 4 2

副会長を明文化２、フレキシブル、３人、１年でｏｋなら再任、仕事厳選

考察や課題

会長の決め方

話し合い 75 30 45

選挙 24 10 14

持ち回り 14 4 10

その他の意見

考察や課題

会長を引き受ける

はい 21 7 14

いいえ 89 36 53

仕事13、時間4、高齢10，子育て5、負担7、介護3、体調、力不足、転居7

考察や課題

2人で分担するが多い反面、１人にして副会長の役割を明確にするという意見があっ

た。

選挙と話し合い、定年の方で、後任指名、仕事量を減らして話し合い、自薦が無けれ

ば持ち回り、複数併せて

話し合いで決めるという意見が多い。自薦他薦後選挙いなければ話し合い等の複数を

併せるという意見もある。本自治会は働く世帯が多いので、持ち回りは避けたいとい

う意見が多い。

会長を受けてもいいという世帯が２割程度あった。今は難しいが仕事を終えたら協力

できるという意見も多い。会長業務を精選し、明確にしてやりやすくしていく。
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③会長以外の役員の理解度

副会長 32 15 17

会計 59 26 33

会計監査 49 22 27

環境部長 20 11 9

考察や課題

④任期

１年 45 16 29

２年 51 25 26

それ以上も可 8 4 4

２年で再任も可

考察や課題

協力について

会長含めて４年 8 4 4

会長以外４年 10 6 4

４年 34 13 21

４年できない 42 13 29

４ん年できない

理由

考察や課題

副会長と環境部長の理解度が低い。副会長が会長を補佐する役割を明確にしたらよい

という意見がみられる。会計、育成部長と副会長の兼任は改善した方が良いか。

２年か１年の短い期間でという意見がほとんど。会長は本人がやれるならばそれ以上

も可という意見があった。

４年はできないという意見が多い。その中には連続でなければできるという方もい

た。会長も含めて４年できるという意見は心強い。

単身、高齢7、定年前、学校の役員なので、できるかわからない2，これまでにやってきた、連続

でなければ6、介護2、仕事２，時間２転居２
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⑤自治会費

理解している 26 13 13

ある程度 48 20 28

あまり知らない 31 10 21

ほとんど知らない 6 2 4

考察や課題

⑥回覧

デジタル化 76 26 50

これまでどおり 47 21 26

理由

考察や課題

⑦その他

考察や課題
自治会の事業を見直して最小限にすることで役員の負担を減らし住みよい街にしたい

という思いが伝わってきた。

意見

おおむね理解されている。さらに理解度を深める必要がある。

事業削減、退職者で元気な方が、負担の無い自治会、草むしりは自治会員以外も、防災のため班

内の理解を図るべき

廃品回収が負担、６０から８０で健康な方が、負担は最小限に、入会が強制的、子供会と老人会

は希望者に、マニュアル化してほしい、明確化簡素化

デジタル化に期待する半面、班の中の交流がなくなるという不安や、高齢者への配慮

への意見があった。

デジタルは見ない、併用、防災上回覧ぐらいは、班の交流がなくならなければ、全員が可能な

ら、コロナなので進めてほしい
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